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★駒剣だより係からのお願い★ 

大会の感想などをメールでお送りいただく際には、件名に【学年 名前】のみを入れてください。 

「大会の感想です」などは不要ですので、ご協力お願いいたします。 

駒剣だよりアドレス→komakendayori@yahoo.co.jp 

期間：　５月１２日（土）～６月３０日（土）　１３時～１５時　　※毎週土曜日　計８回

場所：　駒場体育館　剣道場

募集学年：　小学２年生～６年生 定員　２４名

◎平成３０年度 剣道教室を開催します◎

※お近くに興味がある方がいらしたら、ぜひお声かけください！！

 

<４月の予定>
◎稽古時間： 木曜日・・・17：00～19：00　

土曜日・・・15：00～17：00　　

■１４日（土） 14：00～15：00　 剣道教室第１回受付（駒場体育館　２階会議室）

一級審査会　合同稽古会（大宮武道館）

■２１日（土） 14：00～15：00　 剣道教室第２回受付（駒場体育館　２階会議室）

第６回さいたま市剣道大会〈大人の大会〉(大宮武道館）

<５月の予定>
◎稽古時間： 木曜日・・・17：00～19：00　

５月１２日より

土曜日・・・13：00～15：00　剣道教室①～③

土曜日・・・15：00～17：00　　

■   ３日（木･祝） 11：00～17：00 第８回浦和地区錬成会（岩槻文化公園 ﾒｲﾝｱﾘｰﾅ）

■ １２日（土） 15：15～17：00 定期総会（駒場体育館２階　会議室）

<６月の予定>
◎稽古時間： 木曜日・・・17：00～19：00　

土曜日・・・13：00～15：00　剣道教室④～⑧

土曜日・・・15：00～17：00　　

■ １７日（日） さいたま市浦和剣道大会（大宮武道館）

■ ２３日（土） 15：10～ 入会説明会（※剣道教室参加者の保護者対象）
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本荘先生からのお言葉 
 

            今年の桜は開花が早く、すでに見頃を終え、これから新緑の季節へと移っていくよう

です。４月は出会いの季節です。新しい学校やクラス、部活動などで良き仲間ができる

といいですね。人の縁は何物にも代えられない宝物になっていくことでしょう。 

 

さて、３月３１日（土）に「６年生を送る会」が行われました。毎年大きな節目となるイベントですが、今年

は３１日、明日から中学生というギリギリの日に設定され、いつも以上に万感の思いが感じられました。恒

例の「６年生 対 ５年生以下＋大人」の試合では、今年も６年生が卒業生にふさわしい、逞しい戦いぶり

でした。ハンディをもらっている下級生が一本奪い番狂わせ？を起こし大いに盛り上がることもありました

が、６年生は高木選手や齊藤選手、渡邊選手、佐藤選手らの健闘が光りました。大将の飯田キャプテン

はまさに大黒柱の活躍で、５年生から大人まで１５人を相手に奮闘しました。お見事でした。記念品の贈

呈、６年生からの一言、６年生保護者の一言と続き、今年も涙、涙の時間でした。新キャプテンには俵君

が、副キャプテンには上岡君と今村さんが選出されました。他の新６年生もここへきてぐんぐん成長してい

る感じがしていますので、最上級生として力を合わせて駒剣を引っ張っていって欲しいと思います。下級

生もいっしょになって新しいキャプテン、副キャプテンを盛り立てていってください。 

 

３月２４日（土）には「浦和少年剣道錬成会」が駒場体育館で開催されました。昨年度の学年別個人戦

は一本勝負勝ち抜き戦で、５人連続勝ち抜くと表彰される試合でしたが、今年度は７～８人でのリーグ戦

方式でアリーナと体育室を使って２７試合場を設けて行われました。同時に駒剣士がいくつもの会場で試

合をするので全部の試合は見られませんでしたが、全般的に勝っている試合が多かったように見受けら

れました。飯田隼選手、上岡選手、今村選手、竹中選手、宮島選手がリーグ１位で表彰されました。おめ

でとうございます。 

午後の団体戦には駒剣から ABの２チームが出場しました。Bは４チームでのリーグ戦で最初に２連勝

して全勝対決になりました。最終的に優勝したチームに敗れはしましたが、大将の武笠選手が相手に二

本勝ちして意地を見せてくれ、応援団は大いに盛り上がりました。Aは３チームのリーグ戦で１位となり決

勝トーナメントに進みましたが、準々決勝で代表戦となり惜しくも涙を呑みました。強いチームであっても

上位に進出するのは難しいと感じました。今年も入賞には届かず、ぜひ後輩たちに雪辱してもらいましょ

う。今回の団体戦は、６年生を中心にメンバーを決めました。この悔しさを中学校での試合で晴らしてくだ

さい。がんばれ！ 

 来月から恒例の初心者向け剣道教室を開催します。今回は久しぶりに私

がメインで指導を担当します。２９年度組の上達ぶりを目の当たりにすると、

教室の指導のやりがいを感じます。石井美保先生と山崎利男先生がサブ

で手伝ってくれます。他の指導者の方々や駒剣士にも協力してもらいます

し、後援部のバックアップも必要になります。 

冒頭に「人の縁は・・」と書きましたが、今年も剣道に興味をもってくれる

子どもたちが大勢いるといいなぁと思います。皆様よろしくお願いいたしま

す。 

 

３月に級が上がり、４月に学年が上がり、いやが上にもやる気がアップしていることと思います。青葉の

ように伸びる小学生会員の成長を楽しみたいと思います。そして、小学生に負けないように大人剣士も伸

びていきましょう。 

今年度も、みんなで気持ちよく稽古をしていきたいですね。 

 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1522842250/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3ZhYi54c3J2LmpwL2NhbWlzYTgvd3AtY29udGVudC91cGxvYWRzLzIwMTUvMTIva2VuZG8zNy5qcGc-/RS=^ADB0r70MO_zVgSAcIdt1_em36gtnMo-;_ylt=A2Rivc8KacNaXi8AVQmU3uV7;_ylu=X3oDMTBiZGdzYWtnBHZ0aWQDanBjMDAz
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1522919116/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL2ltZzAxLmdhaGFnLm5ldC8yMDE2MDMvMDhvL2dhaGFnLTAwNjMzMTQwODcucG5n/RS=^ADBh8dDFQWEHELQFiLzMOkqHgyUzAQ-;_ylt=A2RiolxMlcRavCcAhySU3uV7;_ylu=X3oDMTBiZGdzYWtnBHZ0aWQDanBjMDAz
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よっ！ みんな，元気か？ 

春休みは，楽しいよな。だって宿題がないもんな。もう少し長いといいんだけどな。ジ

ャイアンにも春休みがあるといいんだけど，残念ながら無いんだな。う～ん，残念！ 

 

毎年のことだけど，新学期は新年に立てた目標を見直して修正するいい機会だぞ。もう

一度，新年に立てた目標を見直してみよう。うまくいっていれば，すこし高い目標に修正

してみよう。逆に，目標が少し高すぎたと思うなら，無理のない目標に下げることもある

かもな？でも，簡単にあきらめたらダメだぞ。簡単に目標を下げちゃったら，目標を立て

た意味がなくなっちゃうもんな。だから，目標を下げるときは，よく考えてくれよな。ち

ょっとくらい難しいと感じるくらいの目標に挑戦して欲しいな。 

実は，今年，ジャイアンは，稽古１５０回を目標にしてるんだけど，現在３０回でピン

チだ！でも，目標は下げずに，がんばろうと思うぞ。 

 

ところで，新学期というと，学年が一つ上になるよな。だから，剣道も一つ上の学年の

剣道ができるよう心がけてみよう。２９年組はもうすぐ３０年組が入ってくるので，ちゃ

んと先輩らしくできるようにしような。防具がつけられないとか，面をつけるのが遅いと

か，そんなんじゃダメだぞ。稽古の途中に面ひもや胴ひもがとれちゃったり，休んだりす

るのは先輩として恥ずかしいぞ。 

そして，上級生も一つ上のランクを目指そう。毎回毎回，同じように稽古するのではな

く，それまで注意されていたところや，ウィークポイントを何とか克服（こくふく）でき

るように，努力してみよう。今まで出来なかった技に挑戦してみよう。小さな目標を立て

て一つひとつクリアーしていこう。そうすればきっとワンランク上の剣道ができるように

なると思うぞ。 

 

最後に，新学期になって浮かれていると，あっという間にゴールデンウィークが過ぎて，

６月の大会が来てしまうぞ。ちなみに大会は６月１７日だ。だから，ちゃんと大会に向け

て目標を立てる必要があるぞ。 

 

１年を通じての大きな目標もあれば，１回１回の稽古での目標，１本の技を出す時の目

標というように小さな目標もあるんだ。目標を持つことで上達が早くなるし，良い結果に

もつながるぞ。さあ，今から，目標たててがんばってみよう。 

 

今回は，「目標は大切だぞ！」っていうお話でした。 

 

じゃ，またな！ 

 



 

4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太郎の百錬自得 
第４９ 回 

 

いよいよ新学期に入りますね。 

全く一年が早くて戸惑うくらいです。俵キャプテンをはじめとした新学年での駒剣スタートで

す。みんながまとまって楽しく稽古していけたらいいですね。楽しい雰囲気が作れたら、また

剣道教室を通じて仲間が増えることと思います。 

 

今日は、竹刀を大きく振ること、について書きたいと思います。 

力のない子はどうしても早く振ろうとして、振り幅が小さくなりがちです。特に小学生低学年

は、力がまだないので、振り幅を小さくしてしまったり、右手で無理に竹刀を振り上げたりし

てしまうことが多いです。 

小学生は特に基本をしっかり身につける時期です。左手中心で、体の正中線から外さず、大き

く体全体を使って竹刀を振るようにしましょう。体全体で振ることを覚えたら、もう一生もの

ですよ。 

ゆっくり大きく振ること、そして振れる範囲で振るスピードを上げていけば十分です。「大強速

軽」、とも言われます。まずは、大きく、強く、です。大きく、強く、竹刀を扱えるようになっ

たら、速く、軽やかに、していけばいいと思います。 

 

癖は一般的にもなくて七癖、と言われます。今仮に癖が目立たなくても、癖は淡々とあなたに

入り込もうとして待っています。癖を気にせずにしていると、自分では気がつかないうちに癖

がついてしまっています。 

その癖がつきにくくするために有効なもののひとつが、大きく体全体を使って竹刀を振ること

だと思います。また、たまにはものすごくゆっくり振ってみることも大事だと思います。 

 

剣道は打突が早ければ勝てるわけではありません。そこを忘れないようにしましょう。 

 

さて、「兵法家伝書」の続きです。今回は「拍子を狂わせて勝つ」です。 

 

 敵が大拍子にかまへて、太刀をつかはば、我は小拍子につかふべし。敵小拍子ならば、我は

大拍子につかふべし。是も敵と拍子をあはせぬ心持也。拍子がのれば、敵の太刀がつかひよく

成也。 

敵と拍子ちがふ様にすべき也。拍子がちがへば、みぞもとばれずしてふみこむ者也。か様の

心持まで吟味すべき也。 

 

とあります。現代意訳にすると、 

 

 敵が大きな拍子で竹刀を使うなら、こちらは小さな拍子で使う。逆もそう。敵と拍子が合わ

ないようにすることだ。拍子があってしまうと敵がやりやすくなってしまうのだ。 

 敵とは拍子が違うようにするものだ。拍子が違えば、溝も飛び越えられないのに踏み込んで

くるようなもので、このような心境まで研究することだ。 

 

となります。剣道で、合気ということもいわれますが、ただ相手のペースに合わせるだけが合

気ではなく、相手のペースを崩して、こちらのペースに合わせてもらう、合わせることが、合

気なのかもしれません。このあたりも難しいところです。少しはわかるレベルまでたどり着き

たいものです。 

以上 
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【Aチーム　トーナメント準々決勝】

先鋒 次鋒 中堅 副将 大将 勝数（本数） 代表戦

竹中 飯田（哲） 渡邊 佐藤 飯田（隼） 佐藤

　　　メ 　メ　メ 　　メ 　メ　メ

　メ　メ 　コ　メ 　　メ 　　▲　コ 　　コ

佐藤 早川 横山 青山 深川 青山

コメント

開始直後に鋭い面

を取られたが、良く

取り返した。残念な

がら更に取られて

負けてしまったが、

貴重な1本。

小柄だが好戦的な

選手を相手にやり

づらそうだった。

もっと自分から攻

めよう！

中堅としての役目

を果たし、気合いで

二本勝ち。次につ

ないだ。

キレのある小手を

受けたが、よく取り

返した。

キャプテンの意地

を見せて、見事な

二本勝ち。

プレッシャーの中、よく

がんばった。みんなで

繋いだ代表戦、負けて

しまったが全員にとっ

て意味のある試合

だった。

一心館B

駒場
剣友会A

２（６）

２（６）

【Bチーム　予選リーグ１回戦】

先鋒 次鋒 中堅 副将 大将 勝数（本数）

宮島 飯山 住屋 斉藤 武笠

　　　メ 　　　メ 　　メ　メ

　　　コ　メ 　　　メ 　　

西岡 鮫島 太田 寺田 西岡

コメント

攻めていたが、小

合いの小手を取ら

れた。

先制下が、後半に

攻められた。

もっと前に！

相手の出方を待っ

ていた。

攻めの気持ちが良

かった。鋭い面が

決まっていた。

気合いは十分だっ

た。焦らず落ち着

いて一本が決めら

れるように。

【Bチーム　予選リーグ２回戦】

先鋒 次鋒 中堅 副将 大将 勝数（本数）

宮島 飯山 住屋 斉藤 武笠

　　メ　メ 　　メ　メ 　　メ　 　▲

　　

新倉 山内 古屋 嶋崎 長谷

コメント

面が連続で決まっ

た。いい面だった。

攻めての面打ち。

きれいに決まって

いた。

きれいな面で一本

勝ち。

相手の攻めに押さ

れていた。前に！

攻めていたが決め

技がなかった。

【Bチーム　予選リーグ３回戦】

先鋒 次鋒 中堅 副将 大将 勝数（本数）

宮島 飯山 住屋 斉藤 武笠

　　メ　メ

　　メ 　　コ　メ 　　コ　ド 　　メ　メ   　　 

池田 中村 中村 荻谷 安村

コメント

出会い面を決めら

れた。相手のス

ピードが速いの

で、よく見てタイミン

グを合わせると良

い。

相手のスピードに

ついていけてな

かった。相手をよく

見るように。

動きが止まり、引き

胴を取られた。

相手の早い攻めに

押されていた。

気持ちが込もった

面が決まった。立

派な大将だった。

北浦和
やどかり
剣生会B

駒場
剣友会B

駒場
剣友会B

駒場
剣友会B

剣道緑ノ風A

剣真会

３（５）

０（０）

４（７）

１（４）

１（３）

１（２）
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平成３０年度浦和少年剣道錬成会出場選手の感想 

飯田（隼）くん 浦和少年剣道錬成大会に出場させていただき、ありがとうございました。普段は、すご

く緊張してしまい、打たれたくなくて思い切った技を出せないこともあるのですが、今回

は、稽古の時と同じように、打たれても良い、という気持ちで試合をすることが出来まし

た。ぼくは、団体戦が一番心に残りました。チーム全体で声をかけ合い、協力して勝ち

上がれたと思います。また、相手の打ちをおそれない試合が出来ました。一心館 Bに

は負けてしまいましたが、最高のチームで試合が出来て嬉しかったです。今回の大会

で、安易につば競り合いで下がらないことなど、直すところがかなり見つかりました。今

後の稽古で、努力して直していきたいです。これが最後の試合となりましたが、ご指導

くださった先生方、応援してくださった保護者の方々、本当にありがとうございました。 

佐藤くん 今回は浦和少年錬成会の個人戦、団体戦に出させていただきありがとうございました。

個人戦では自分の気のゆるみで相手にキレイな胴と面を打たれて負けてしまい、結果

は 2位でした。そして、団体戦の 3戦目では勝負を決める代表戦で僕が負けてしまい、

駒剣 Aチームが負けてしまいました。敗因を修正し、この悔しさをバネにして、中学校

でも頑張りたいです。 

応援してくださった皆さん、本当にありがとうございました。 

武笠くん 試合に出場させていただきありがとうございました。 

個人戦では無駄な動きが多く、思うような剣道ができませんでした。 

団体戦では大将だったので、チームのメンバーをサポートするよう心がけました。ぼく

のチームは全員が気持ちを前に出して試合に臨んでいてよかったと思います。団体戦

としては負けたけど、ぼくは緑の風の安村くんに面を二本取りました。小学生最後の大

会の試合となったので無心で戦いました。勝ったけど危ないところも多くあったし、足が

止まってしまうこともありました。試合が終わった後、保護者席の方からたくさんの拍手

が聞こえてきました。大勢の方から応援してもらえたことがとってもうれしかったです。先

生方、保護者の皆様、応援に来てくれた先輩方、先輩方のお母様方、ありがとうござい

ました。 

大武くん     僕は、個人戦に出場しました。1試合は不戦勝。他は一本も取れずに5戦全敗でした。

最初の 2試合は足が前に出ていたように思いますが、試合を重ねるにつれて後ろに下

がる悪い癖が出てしまいました。せめてどこかで一本は取りたかったです。こまけんに

入って最初で最後の対外試合でした。緊張してしまいましたが、こまけん以外の剣士

の刺激を受けて、とてもいい経験になりました。ありがとうございました 

齊藤くん 今回の試合では、思いのほかいい試合ができました。「緑の風」との試合ではまだまだ

実力不足を感じました。中学でも時々、駒剣や修道館の稽古に参加したいと思いまし

た。 

住屋くん 先日の錬成会に、出させていただきありがとうございます。個人戦では 2位でした。団

体戦では、2チームには勝てましたが、1チームに負けてしまいました。どちらも、惜し

い試合でした。また、気を緩めずに、中学校でも頑張りたいと思います。                  

渡邊くん この度は浦和剣道錬成大会に出場させていただきありがとうございました。個人戦で

は、 日頃の稽古の成果を発揮できず 2位になってしまいました。団体戦では、１回戦

目と２回戦目は引き分けてしまいましたが、 ２回戦のあと布施先生から『気合いが足り

ない、 もっと前に出る剣道をしなさい』とご指導いただき、 ３回戦目は気持ちを入れ替

えて試合に挑むことができました。3回戦目は、チームとしては負けてしまいましたが、

僕は勝つことができました。この大会を通じて学んだことは、「1本の重さ」です。団体戦

では、僕が 1本取られていなければ代表戦前に勝つことができていたし、一人ひとりの

1本がなければ代表戦まで繋ぐこともできませんでした。中学では１本１本を大切にし、

これまで以上に剣道生活に励みたいです。これまで応援していただいた皆さま、ありが

とうございました。中学に行っても頑張るので応援よろしくお願いいたします。 
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今村さん 

 

錬成会に参加させていただきありがとうございました。今回グループ 1位になることがで

きて、嬉しいと同時に、一本の重み、勝ちきることの大切さをとても感じました。これから

も一本とることにこだわって、お稽古をがんばりたいと思います。ご指導よろしくお願い

します。  

内田くん 浦和少年剣道錬成会に出場させていただきありがとうございました。ぼくは勝つことが

できなくてくやしかったです。帰ってから自分の試合を振り返って、反省する点がたくさ

んありました。打ったあと抜けることや、振りを速くすることです。改善して勝てるようにし

たいです。団体戦を観ていて、協力している姿がすごいなと思いました。 

上岡（大）くん 優勝出来て良かったです。今回の課題だった「動く」事が出来た事が一番嬉しかった

です。今回の大会で得た事を今の六年生の先輩の後に続くため練習を重ねて行きた

いと思います。 

岸波くん 僕は今回の大会では第１０コートで３位になることができました。 

ですが、試合で胴を２本も取られています。その後の修道館で先生に面の振りが遅

い、構えに力が入っていて胴が空いてしまっていると言われました。これからの稽古で

は振りを速くして胴を打たれないように意識しながら稽古をしていきたいと思います。 

また、団体戦での６年生のあきらめない姿に感動しました。かっこよかったです。僕も見

習いたいと思います。 

俵（秀）くん 今回の大会の試合中、自分の力はこんなものかと、全力がだせないとこんなにみじめ

なんだと、むねがしめつけられる思いと、ただ単純なくやしさと共に涙がこみ上げてきま

した。くやしい思いも大きいですが、たくさんの方々からのアドバイスで、今までの大会

よりさらに大きなものを得ることができました。なのでくよくよして立ち止まっていないで、

そのくやしさをバネにして、これからも全力で稽古にはげみたいと思います。 

橋本くん 

 

試合に出場させていただきありがとうございました。試合ではたくさん負けてしまいまし

た。次は、もっと足を動かし相手にせめていくようにしていきたいと思いました。 

花家くん １試合目は、相手に押され気味の試合だった。２試合目に首を痛めたが、３試合目４試

合目とやっていくうちに、負けたくないという気持ちがわいてきて、５試合目は首の痛み

も忘れて１勝できた。 

林くん 良かったところは、下がらないように意識して試合が出来ました。良くなかったところ

は、体が重くて、動きが遅かったです。素早く動けるようにしていきたいです。 

飯田（哲）くん 今回は、れんせい大会に出場させていただき、ありがとうございました。こ人戦では、最

初の方はせっきょく的に打ってなかったし、気合いもあまり出ていませんでした。と中か

ら、せっきょく的に打てるようになりました。団体戦では、あせってしまい、間合いをとら

ずにどんどん打ってしまいました。この大会をふり返って、ぼくは、まだ足さばきやつば

ぜり合いがしっかり出来ていなく、間合いをうまくとれていないと思うので、けい古をして

直していきたいです。よろしくお願いします。 

飯山くん 僕は今回の試合で、個人戦で 4勝できて嬉しかったです。でも惜しくも 2位でした 。5

年生の目標は『面を素早く打つ事』です。 この目標を目指して頑張ります。5年生もよ

ろしくお願いします。 

竹中くん 僕は、個人戦では、一位、団体戦ではあと一歩で三位という結果になりました。個人戦

も団体戦も、声が少し小さかったと思うので、次の試合に活かしたいです。6年生とは

最後の試合で、少し悔しかったです。個人戦で一位になる事ができ、団体戦でもここま

でこれたのは、先生、保護者の方、そして、駒剣のみんなのおかげです。ありがとうござ

いました。そして、これからもよろしくお願いします。 

秋本くん 鳳翔剣では後ろに下がってしまったけど、今日の試合では、自分から攻めにいけまし

た。初めて試合で一本をとることができて、うれしかったです。最後の試合で相手に１

本を取られたことが悔しかったです。でも、どこが悪かったのか自分では分からなかっ

たです。これからも前に出る剣道を目指していきたいです。もっと試合に勝てるように、

練習をがんばっていきたいです。ぼくは、これから、どんどん剣道が上手になりたいの

で、稽古をお願いします。練習一生懸命にガンバルぞーー(^_-)-☆ 
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加藤くん 錬成会に参加させて頂き有難うございました。僕は初めての対外試合だったので、1試

合目はとても緊張してうまく動けませんでしたが、2試合目からはいつも稽古している事

を思い出して前に出るようにしたら勝ち点が取れるようになって嬉しかったです。ご指

導下さった先生方、試合前に励ましやアドバイスをしてくれた先輩方、付き添いや応援

をしてくれた保護者の皆さん、どうも有難うございました。もっと強くなれるように頑張りま

す。 

上岡（直）くん 悔しかったり嬉しかったりした大会でした。嬉しい結果を残すため頑張って練習したい

と思います。 

俵（涼）くん 今回のし合では、さい下位になってしまい くやしかったけど、お兄ちゃんがなぐさめて

くれたので、「次はぜったいに勝つぞ」と思いました。 

宮島さん 大会に出場させていただき、ありがとうございました。個人せんは６勝１敗でし

た。勝てた試合はしっかりと中心をせめて打てたと思います。負けてしまった試

合は強い子だと思い込んで先にせめられませんでした。負けてしまいましたが１

本取られて１本取りかえすことができたのはよかったです。団体せんも負けた試

合は先にせめて打つことができなかったので、これからのけい古でもっと練習し

て次の試合にいかしていきたいです。 
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西岡さん ━ 　ハ 品田くん 佐藤くん 　メ　メ ━ 　ハ 花家くん
　ド　ド ━ 　ハ 林くん

高木くん 　メ　メ ━ 　ハ 品田くん 　メ　メ ━ 　ハ 橋本くん
　メ　メ ━ 　ハ 小澤くん ━ 　ハ　メ 岸波くん
　メ　メ ━ 　ハ 岩田くん

　ハ　ド 柴田くん 飯田くん 　メ　メ ━ 　ハ 岸波くん
（隼） 　メ　メ ━ 　ハ 上岡（大）くん

杉山くん 　メ　メ　 ━ 　ハ 柴田くん 　メ　メ ━ 　ハ 今村さん
（達） 　メ　　 ━ 　ハ　メ 秋元くん 　メ　メ ━ 　ハ 俵（秀）くん

大武くん ━ 　ハ 秋元くん 　メ　メ ━ なんちゃって小学生
石井選手

齊藤くん 　メ　メ ━ 　ハ 秋元くん
　メ　メ ━ 　ハ 加藤くん 　メ　メ ━ フォーエバーグリーン
　メ　メ ━ 　ハ 俵（涼）くん 齊藤選手
　メ　メ ━ 　ハ 上岡（直）くん
　メ　メ ━ 　ハ 宮島さん 　コ　メ ━ 頼もしいお父さん

　ハ　ド 張くん 飯山選手

住屋くん 　メ　メ ━ 　ハ 張くん 　ハ ━ さわやかプリンス
　メ　メ ━ 　ハ 杉山（遼）くん 宮島選手
　メ　メ ━ 　ハ 飯山くん

━ 　ハ　ド 飯田（哲）くん 　ハ　メ　　━ ダンディー武笠選手

渡邊くん 　メ　メ ━ 　ハ 飯田（哲）くん 　ハ　メ　 ━ ジャイアン齋田選手
　ド　コ ━ 　ハ 竹中くん
　メ　コ ━ 　ハ 内田くん 　ハ　メ ━ スマート清水選手
　メ　ド ━ 　ハ 寺島くん
　ド ━ 　ハ　コ 花家くん 　ハ　メ ━ エレガント渡邊選手

武笠くん ━ 　ハ　メ 花家くん 　ハ ━ うずら使い村松選手
　

　ハ　コ ━ キュートな田村選手

　ハ ━ 　メ　メ ジェントル稲森選手

卒業生を相手に、在校生も先生方も苦戦を強いられましたが、
目標の本荘先生までは到達せず・・・！

六年生を送る会試合結果

齊藤くんの5人抜きの後、主将飯田（隼）くんの14人抜き！！

最後は卒業生も在校生も一丸となって主将飯田君を応援しました。


